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【抄録】
メンタル不調の背景にある慢性神経炎症に対し、β-ヒドロキシ酪酸（BHB）を主成分とするケトンサプリ
と、間葉系間質細胞培養上清液（MSC-CM）を併用する戦略の理論と実践を概説する。間葉系間質細胞培養
上清液に含まれるサイトカインによる、ミクログリア表現型の調整、神経保護・可塑性促進、血液脳関門の
保全と血流改善が期待され、また、自律神経機能指標（HRV）の改善傾向も観察される。一方BHBは代謝
炎症の抑制と神経エネルギー支援を担い、うつ・不安・ブレインフォグなどに対する症状改善を症例群から
示唆する。講演では、自施設での経験をもとに「インフラマトリックス16」に基づく原因評価の枠組み、栄
養・睡眠・運動介入との最適な組み合わせ、投与プロトコルの考え方、安全性と限界、今後の検証課題を整
理し、現場実装に資する実践指針を提示する。
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